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　 こ の 渺た る小冊を 書評の 対象に 取 り上 げた の は ， そ の 学習文献 と して の 重要

性 の 故に ほ か ならない が ， と くに ， 本書 は特殊な存在価値を 次の 二 点に お い て

もつ ， と思わ れ る 。 第一
に ，

ロ シ ア 語に お け る指小形 の 形成 と用法を 扱 っ た モ

ノ グ ラ フ ィ
ーは 従来きわ め て 少 な く，

一 般に 広 く読 まれ得 る 形を備 えた 夊献 と

して は 本書が 殆 ど唯一
の もの で あ る こ と 。 第二 に ，

ロ シ ア 語 の 指小形 の 用法 は ，

そ の 感情表現 の 微妙 さの 故に ， 外国人学習者に と っ て 修得が 困難で あ るが ， 本

書に お い て は ロ シ ア 人研究者 とイ ギ リス 人研究者 との 協力に よ っ て ， ロ シ ア 語

の 指小 形 の 語感を英語 国民に 理 解 させ るた め の 対照語学的な工 夫が試み られて

い る こ と。

　本書は ケ ム ブ リ ッ ジ大学 出版部か ら刊行 され て い る 「現代 ロ シ ア 語研究」 シ

リー ズ 《Studies　in　the　Modern 　Russian　Language》の 6番 目の モ ノ グ ラ フ

ィ
ー （第 4 分 冊）ω で あ るが ， 著者が ロ シ ア 人 で あ る点 で ， 他 の 論文 と異 な っ

て い る 。 著者 Bratusは 1964〜65年の 一
年間 ，

エ デ ィ ン バ ラ大学の ロ シ ア 学科

の 交換 プ P グ ラ ム の 職務に あ り ， こ の 間 ， 彼は か ね て 関心 を寄せ て い た 指小形

の 問題に つ き， D ．　Ward 教授 よ り論文執筆を勧め られ ，
・ シ ア 語で 稿 を草 し

た 。
こ れ を D ．Guild が翻訳 し ，

　 D ．　Ward が編集 した 。

　 さ まざ まな指小接尾辞に よ る指小語形 の 生産的な形成は ，
P シ ァ 語の 形態上

の 特質の ひ とつ で あ り， こ の 言語 の 蝦か な表現財 の 一 端に もな っ て い る 。
い わ

ゆ る 「主 観的評価 の 指小 接尾辞 」 《cy ΦΦKKcbl 　cy6 ’beKTplBHOfi 　olleHI〈M＞＞〔2） は ，

と くに 名詞に お い て ， 同
一

の 語か らさ まざ まの 表現力の 段階を もつ 指小形 を形

成 し ， そ こ に 感情的評価 の カ テ ゴ リーを構成す る 。 指小形 は場 面 ・ 文脈に 依存

して ， 主 題に 対す る話者 の 気分 ・ 情緒的態度 を表現す る機能を もつ 。 こ の よ う

な指小形の 使用 が外国人学習者に と っ て 困難で あ る こ とは ， 言 うまで もない
。

　 英 国に お け る P シ ア 語 研究 の 草分け の ひ と りで あ る Nevill　Forbes は 名 著
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＜＜Russian　 Grammar 》（1914年初版）に お い て ， こ の 問題 に つ き ， 次の よ うに

書い て い る 。

｛3）

　多 くの 場合 ， 指小形は ，実際，小 さい こ とを意味す るた め に 用い られ るが，単 に ，

愛情 ， 丁 寧， 機娠の よ さ を 表わ すた め の 手段と し て 用い られ る に すぎな い こ とが きわ

め て しぽ しば あ り， こ うい うと き， それ らを英語に 翻訳す る こ とは ， 不 可能で は ない

に し て も， 困難で ある 。 た とえば，給仕は ，ふ つ う，皿 や ス プ ー ン の こ とを ， それ ら

の 大 きさに 関係な く， Tap6 」！oq 期 ， ．qb ＞lcegKH と言 う。 また 車掌は 列車の なか で乗 客

に 切符 の 提示 を求め る とき， 6nfl6’rHKH （little　tickets） と言 う。 これ は切符が小さい

こ とを意味する の で は な く，車掌の 愛想 の よさ （gOQd 　humour ）を
．
表わ し，彼に 一杯

をすすめ れぽそれ を辞 さな い で あろ う， とい うこ とを表わ して い る に す ぎな い 。

　Forbes は ウ ィ ヅ トに 富ん だ 学者 で ， そ の い くつ か の 著作に お い て しば しば

こ の よ うな表現を好ん で 用い て い るが ， こ こ に 引用 した 最後の
一

丈 《he　would

not 　refuse 　a　drink　if　y｛，u 　offered 　him 　one 》の 内容 に 関 して は 疑 問 が ない わ

けで は ない
。 博学 な語学通で あ る ア メ リ カ の 評論家 Edmund 　Wilson は 《My

fifty　years　with 　dictionaries　and 　grammars 》 と題 す る エ
ッ セ イ の なか で ，

こ の 点に 聞 して ，興味あ る こ とが らを述べ て い る 。 ある とき Wilson が ， ひ と

りの ロ シ ア 人 の 友人に ， 車掌の 6un6THKH の 用法に つ い て Forbes の 説明を

読ん で きか せ た とこ ろ ， その 友人 は 異議を 唱え た とい う。 《私 の 友人 の 論 点 は ，

車掌が 切符を 6HJI6mKa と 言っ た の は ほ ん と うは 敬意 （deference）の 表現で

あ っ て ， 気や す さ （fainiliarity）の 表現で は な い の だ ， とい うこ とで あ っ た ，

と思 う＞＞と Wilson は 書い て い る 。

〔4）

　同 じ指小形 で あ っ て も ， 場 面 ・丈脈 に よ っ て それの 表わ す感情に ニ
ュ ア ン ス

の 差違が生ず る 。
Bratus も ， た また ま ， こ の 6四 6T阻 の ニ

ュ ア ン ス に 言及 し

て い る （本書の 巻末の blbliographyに は Forbes の 文法 は 挙げ られて い ない

か ら ， 彼を意識 した わ けで は ない で あ ろ う）。 《KyH旨Te 塵癜 〃鷹 κ 1 とい うとぎ

の 6｝IJI6TMK とい う形 は 小 さな切 符 を意味す る の で は な く，

‘ Be　so 　kind 　as 　to

buy… ’

とい う気持を 表 わす 感情 の ニ
ュ ア ン ス を もつ 》（p．18）。

　本書は ， 指小形の 形成法 とそ の 表現 機能を扱い ， 指小形 の 表現力の 度合 に 応

じて指小接尾辞 を三 段階に 分類 し ， 指小形 の 使用領域 を限定 した点に ，特徴が

あ る 。 指小形を もつ 品詞 は名 詞 ， 形容詞 ， 副詞で あ るが ， 動詞 に お い て も指小

表現 の 可能性を見出そ うと試み て い る点に も ， 本 書 の 特徴 が見 られ る 。

　名詞 の 指 小形 を形 成す る接尾辞は30種以上 ， 形容詞 の それは 約10種あ る。 し
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か し指小形の 意味の 分析の む ずか しさは ，
こ の よ うな指小接尾 辞の 数の 多さに

あ る とい うよ りは ， 同
一

の 接尾辞が ， 派 生 源の 語 の 語彙的意味や場 面 ・ 夊脈 や

イ ン トネ ー シ ョ ン に よ っ て ， 意昧の さ まざまな陰影一
肯定的な い し 否 定 的

　　を もっ とい う事実に あ る 。 指小接尾辞 に は 愛情 ・優 し さな ど肯定的 な感情

を表わす もの が 多く， 軽蔑な どの 否定的 な感情評価を表わ す もの は 少な い 。

　Bratus は ロ シ ァ 語 の 名 詞 の 指小形 に ， 第一
（最 小）， 第 二 （中 間）， 第三 （最

大 ）の 三 段階の 表現力の 度合い を 区別す る　（こ の 分類は Unbegaun の そ れ に

近 い ）。 A ．第
一

段 階 。
−Ka

，

−HI〈
，

−qHK
，

−oK 　1−eK，

一（e加 01 ・（n）lie， ・ell
，

・eHoK！

−oHOI 〈
，

一邑llbl−
，

−Ml！a，

−HHKa
，

−b皿 1
，

−Ko
，

−PI｛〈o
， 唄 a の 接尾辞 か ら形成 され る Q 感

情 の 表現力は 最 も小 さい が ， 場面 ・ 文脈 に よ っ て 意昧 の さ ま ざまの 陰影が顕 わ

に な る 。 外国人 に と っ て 最 も習得 しに く い 指 小 形 で あ る 。 B ．第二 段階 。

−oHbKa1 −eH 正）Ka
，　−yllユa1 −lolJla

，　−y111Ka，　−oHI 〈a　1−6HK，1
，　μHエHKa

，　
−z 田 1｛O ！一呈・IIIIKo

，

−amKa の 接尾辞 か ら形成 され る。
hypocoristic（愛称1］勺）な 二

＝．ア ン ス が優勢

で あ るが ， まれ に は 軽い 軽蔑や 気やす さ の 意味を もつ こ と もある 。 C ．第三 段

階 。
−oqKa 　1−e・IKa

，

−PI・llくa
，
　 −ogel ｛1−eLlel〈，

・olloqeK ！・elloqel〈，

−ollo ・II〈・1！・ello・II〈a ，

−HHOqKa
，

・MU エeqli〈a
，

−H 田 eqKO
，

−yllleill〈a ！−10田 eqKa
，

−yPO・
｛1〈a

，

−yJleHl・Ka の 複合的

（二 重／三 重 ）指小接尾 辞か ら形成 され ， 肯定的 感情 （愛 ・ 喜 び ・ 優 し さ）を

最 も勇iミく表現
『
ケる 。

　指小 形の 形成法に つ い て は ア カ デ ミ ア 文法 に 比較的 詳細な記述が あ るが ， 本

書に お け る記述は ， 巻末 の 付録 （音韻交 替 ・ ア ク セ ン ト移 動の 檠理 ） と介わ せ

て ，

一
層精密で あ る 。 ア カ デ ミ ア 交法に は 見 られ な い ， 指小形 の 意味 とス タ イ

ル の 記述が 試み られ て い る こ と も本 書 の 利 用 価値を 高め て い る 。

　 しか し疑問点 もい くつ か ある 。

　1． 接尾辞 ・Ka を もつ 指小形の ア ク セ ン ト の 位置に つ い て （p．14）。 ア ク セ

ン トは 語根音節に あ るが ， こ れ を 二 つ に 分 け ，（a・）元 の 語が 複数生 格に お い て 出

没 母 音を もつ と き，それ は 指小 形 に も現 われ ，指 小形 の ア ク セ ン トは 複数生格

の そ れ に 従 う （B 舳 朋 一 B 舳 CI｛一 説 Hie を｝Ka
，
3eitm説 一 3eM6 ．qb − 3eM ξ．qbKa

，
　ceM 説

…−ceM 曲 一 ceM6 甑 a） と（b）when 　the　original 　word 　 has　 a　 structure 　 exem −

Plified　by　such 　words 　ro ．lloBti
，
60Po舶 ，

　ne ．qeHti
，
6ep邑3a 　the 　dim 量nutive 　has

the　stress 　on 　the　syliable 　before −Ka （roJ エ6BKaP　60P6八Ka
，
　IleJI（｝Hl｛a

，
6ep63Ka）

と して い る 。 （a）の 説 明は よい が ， （b）の そ れ は 曖昧で ， 十分に ル ー ル 化 され て い

ない
。

これ ぽ ， 元 の 語の ア ク セ ン トが 語末音節に な い と きは ， 指小 形 も元 の 語

と同 じ位置に ア ク セ ン トを もつ （Kop6Ba
− Kop6BKa

，
　MuHYTa − peaHHYTKa ） が ，
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元 の 語の ア ク セ ン トが語末音節に あ る ときは ，指小形 の ア ク セ ソ トは 接尾辞の

直 前の 音節に くる （romoB6 − ro ．ll6BKa
，
　cTopoH6 − cTop6i −ma

，
　TpaB6 − TPtiBKa ・ ）

とい うよ うな細別を設けない と ， structure 　exemplified 　by　such 　words の 意

味が 明確 に な らない で あ ろ う。

　2． 動物の 子 を表わ す 接尾辞 一∈Hol〈！−oHOK お よび ・6Hbml は ， 客観的な意

味の カテ ゴ リーで あ り ， 形態 的に も別種 で ある （−eHOK！oHoK は 複数で ・flT一に

な る）か ら ， 主観的 ・ 感情的価値判断の カ テ ゴ リ ーに 加 え るべ きで は ない ， と

思 わ れ る （p．27）。

　3， 形容 詞 の 接尾 辞 一〇BaTb 脚 ・eBaTblil を感情的評価 の カ テ ゴ リ ーに 入れ る

理 由を ，
Bratus は 名詞の 指小形 との 結び つ き（xo ∬o双Ho 畷 T 田 nor6 八Ka

‘

coldish

weather
’

，
　n．lloxeB ．6Tafi　nb6cKa

‘

poorish　play
’
）に 求め て い る が ， 理 由と して

は積極性 を欠 く。 こ の よ うな指小形 を含む統語的結合 は 今後の 課題 と して 検討

を要す るで あろ う。

　Bratus に よ る と ， 使用頻度の 最も高い 25，000語の うち ， 1 ，000語以上 の 名

詞 ， 形容詞が指小形を もつ とい う。 本書巻末 の 付録に は約 320語 の 名詞の H常

語彙か ら形 成 され る指小形の リス トがあ り ， こ れ は 大い に 活用すべ き で あ ろ

う。

　指小形 とい う情緒的な表現 は 元来民衆の 口 語に 根 ざす もの で ある 。 ラ ジ オ ，

テ レ ビ な どの 今 日の マ ス メ デ ィ ア が 口 語の もつ こ の よ うな情緒的 e 感情表現的

二
＝ ア ソ ス を増大 して い るが ，

一
方 ， 現代 P シ ア 丈語に お い て も指小形の 使用

が一
層 拡大 して い る傾向が あ る こ と を ， 本書は 例証資料 よ り示 して い る 。

　 《ロ シ ア 語の ロ 語を修得 し ， また ロ シ ア 文学を ， 情緒的 。 感情表現的余韻の

深い 理解を もっ て ， 読解 し よ うと思 う学習者は ， 指小形 の 研究に 特別 の 注意を

払 わね ばな らない 》 と著 老は 結論す る （P．56）。

　評者の 主観で は KH 舷 eqKa で ある 。

注（1） Studies　in　the　Modern 　Russian 　 Language
，
1 ＋ 2

，
3

，
4 ＋ 5 をひ とま とめ に し

　 た 書 評 （Helena 　 Kfi 泳 ova 評） が IJSLP （工nternational ∫ournal 　 of　 Slavic

　 Linguistlcs　and 　Poetics）XII
， 1969，　pp．187−191 に ある 。

　（2）　B．B，　BHHoppaAoB ．　PyccK｝溢 　fi3blK 　（rpaMMaTHqecKoe 　yqeHue 　o　enoBe ）・

　 M ．−JL ユ947，　CTP ．112− 115 参照 。

　（3） N ．Forbes．　 Russian　 Grammar ．3rd　 ed ．（Revised　 and 　 enlarged 　 by　J．　C．

　 Du 皿 breck），　Oxford，1964，　p．83．

　（4） E ．Wilson．　 The 　 Bit　 between 　 My 　 Teeth ．　 A 　Literary　 Chronicle　 of 　 1950−

　 1965
，
London ，1965，

　 pp．617−618．
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